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〔抄 録〕
偏食が保育所における課題 となってお り、多種多様な食材が手に入れやす くなって
いる現在では、偏食や栄養について教育する食育が必要とされている。その課題に対
して、幼児が自分たちで育てた食材に対 して 「思い入れ」 を持つことで、その食材を
食べ る意欲が高まると考 え、食育にとって求め られている方法ではないかと考えた。
4保 育所の子どもを対象 として、 自分たちで育てた食材 とそうでない食材を用いて、
子 ども一人あたりの摂取量の違いを見ることにより、その効果を検証した。その結果、
子 どもたちが育てた食材を用いた方が、子 どもたちが食べ る量が多 くなった。このこ
とより、厂思い入れのある」食材を用いることにより、子 どもの食べる意欲が高まるこ
とが明らかとなった。
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はじめに
食事 という営みは、人問の生活の中で最 も基本的なことの一つであ り、最も重要なことの一一
つである。人間は植物の光合成のように自分の体内で栄養素を作 り出す ことはできないので、
体外か ら栄養素を取 り入れる必要がある。栄養素とは、人間の活動のエネルギーとなった り、
人間の骨や筋肉、血液などを作 り出す素となったりしている。食事 は、このような機能か らた





多く摂取 した り、逆に、特定の栄養素を摂取 しなかったり、過少になった りすることを 「偏食」
と考えられている。平成7年 の旧厚生省の 「乳幼児栄養調査」によれば、「現在子どもの食事で




なっている。また、中原ω は、「一般には、一過性のものが多 く加齢 とともに減少してい く。」
と説明している一方、「偏食は他の問題に比べて、改善されにくいこともあり、成人期、老人期
































出生後の生活経験の中で食材に対しての趣向性が形成 されてくることから、子 どもと食材 と
の関係について考えてみた。子 どもは特定の食材を嫌うと思われているが、調理の方法により、
同じ食材でも、食べた り食べなかった りすることがある。例 えば、玉葱をカレーライスに入れ
れば食べるのに、サラダに入れると食べないなど、 このような例はいくつもある。このことは
大人に対しても同様なことが言える。「好み調理法」が存在 していて、同じ食材でも、調理法を
選ぶことが しばしば見られる。 しか し一方で、大人について考えてみると、自分の経験の範囲







は好まれるという人間の心理がある。 このことか ら、食べたことがないものや、経験的に知 ら





アンケー ト調査により、好 まない食材 を選定 し、幼児が食材 となる筍やそ らまめなどの野菜 と
一緒に遊んだ り、調理をした りすることにより、子 どものそれらの食材に対 しての感情の変化


















マンに対 して 「思い入れ」を持っていたのではないかと考える。その 「思い入れ」を食材に抱 く
ことにより、その食材を食べる意欲が高まったのではないかと考えた。
食材に対 しての 「思い入れ」によって、人間の趣向性に変化が生 じることが明らかになれば、
偏食改善のための一つの方向性が見えてくると考える。従来における食育においては、「栄養を
理解 して食べる」 ことに重点が置かれていた。 しか し、子どもと食材 との関係性 に着目するこ
とにより、 より子 どもの生活経験を重要視できるようになり、 日常の生活の中での食育が可能






した料理 との問で、子どもたちの食べ る量の違いを比較研究 しなければならない。そしてその











調査場所は、千葉県西部の公立保育所4ヶ 所で行 った。本稿においては、A保 育所、B保 育














保 育 所 名 幼児の人数
A保 育 所 68人
B保 育 所 77人
C保 育 所 50人
D保 育 所 69～72人
③ 調 査 期 間
調 査 は 、2002年10月 か ら11月 にか け て の2ヶ 月 間 で 行 っ た 。
1回 目の 調 査 は、2002年10月10日 に 行 っ た 。 こ の調 査 で は 、D保 育 所 に お い て のみ 行 っ た 。
食 材 につ い て は 、 「思 い入 れ の あ る」 サ ツマ イモ を使 用 しなか った 。 当 日の幼 児 数 は、69人 で あ
った 。
2回 目の調 査 は、2002年10月24日 に 行 っ た。 この 調 査 で も、D保 育 所 に お い て の み 行 っ た 。
今 回 の 食 材 に つ い て は 、 「思 い 入 れ の あ る 」 サ ッマ イ モ を使 用 した 。 当 日の幼 児 数 は69人 で あ っ
た 。
3回 目の調 査 は、2002年ll月22日 に 実施 した 。 こ の調 査 で も、D保 育 所 にお い て の み 行 っ た 。
今 回 の 食 材 に つ い て は、 「思 い 入 れ の な い 」 サ ツマ イ モ を使 用 した 。 当 日の幼 児 数 は、72人 で あ
っ た 。
4回 目の 調 査 は、2002年11月27日 に 実 施 した 。 こ の調 査 で は、 調 査 対 象 とな っ て い る全4保
育 所 に お い て 行 っ た 。 今 回 の 食 材 に つ い て は 、A、B、Cの 各 保 育 所 で は 「思 い入 れ の な い」
サ ツ マ イ モ を使 用 し、D保 育 所 にお い て の み、 「思 い 入 れ の あ る」 サ ツ マ イ モ を使 用 した。 各保
育 所 の 幼 児 数 は 、A保 育 所68人 、B保 育 所77人 、C保 育 所50人 、D保 育 所71人 、 合 計266人 で
あ っ た 。
④ 調査方法
「思い入れのある食材」 と 「思い入れのない食材」の間での子 どもの食べる意欲の違いを比
較するために、2つ の調査 を行 うこととした。一つは、気候的な環境条件を合わせるために、









間食時間に 「ふかしいも」がある同日 ・同時刻に行 った。3ヶ 所は、通常の納入業者からのサ
ツマイモを用いて、残 りの1ヶ 所だけ、子 どもが保育所の菜園で育て、自分たちで収穫 したサ
ツマイモを用いた。4ヶ 所のふかしいもの残菜量を測定 した。
b.調 査2
調査2に おいては、同じ子 どもという条件 による比較を行 うために、1ヶ 所の保育所に絞っ
て行った。間食時間のメニューが 「ふかしいも」の日を選んだ。子どもが自分たちで育てたさ
つ まいもを用いたふか しいもの日が2回 、通常の納入業者からのさつまい もを用いた 「ふか し
いも」の日が2回 、合計の調査回数は4回 であった。全ての調査 において、ふか しいもの残菜
量 を測定 した。
⑤ 調査手段








影響 を受けないようにするために、調査対象 となっている子 どものいる全ての保育所で同日、
同時刻に調査を行った。
b.比 較事項1
A、B、C、 及びD保 育所においては、サツマイモに対 しての子どもの 「思い」の違いを明
らかにするために、D保 育所とそれ以外の保育所 との問で、サッマイモの入手に違いを持たせ
た。D保 育所では、事前に子どもたちが保育所の菜園で育て、自分たちで掘ったサツマイモを





めに同じ保育所で、同 じ子 どもを対象 とした調査 を行わなければならない。そのためにD保 育











で量 った。そ して、間食後、子 どもたちが食べなかった分と食べ残 した分の残菜量をはかりで
量った。調理 した量から残菜量 を引いたものを子 どもの総摂取量とした。総摂取量を子 どもの
人数によって割 り、子 ども一人当た りのふか しいもの摂取量を求めた。参考ではあるが、ふか
しいもの栄養管理の規定量は幼児一人あた り80.Ogで ある。
3.結 果
4回 行った子 どものふか しいもの摂取量の調査の結果 をまとめてみると以下のようになる。
おのおのについて説明したい。
① 第1回 目の調査
第1回 目の調査は、D保 育所の子 どもたちが、 自分たちで育てていないサツマイモを用いて
ふか しいもを作 ったときの子 どもの摂取量である。表2の 結果 となった。
表2
子どもの人数 ふかしいもの総重量 残 菜 量 総摂取量
一人当たりの摂取量
1回 目 69 :11 1365g 4435g 64.27g
② 第2回 目の調査
2回 目の調査は、D保 育所の子 どもたちが、自分たちで育てたサツマイモを用いてふかしい
もを作ったときの子どもの摂取量である。表3の 結果 となった。
表3
子どもの人数 ふかしいもの総重量 残 菜 量 総摂取量 一人当たりの摂取量
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表4
子どもの人数 ふかしいもの総重量 残 菜 量 総摂取量 一人当た りの摂取量
3回 目 72 5100g 11 x:11 66.70g
④ 第4回 目の調査
4回 目の調査は、A、B、Cの 各保育所では、子 どもたちが育てていないサツマイモを用い
てふか しいもを作ったときの子どもの摂取量で幽る。表5の 結果 となった。
また、D保 育所においては、子 どもが自分たちで育てたサツマイモを用いてふか しいもを作
ったときの子 どもの摂取量である。表6の 結果となった。
表5
保 育 所 子どもの人数 ふかしいもの総重量 残 菜 量 総摂取量 一人当たりの摂取量
A保 育所 68 ・!:1 9009 :1 76.17g
B保 育所 77 ・11 400g 5200g 67.53g
C保 育所 50 3550g 20g 3530g 70.60g
表6
子どもの人数 ふかしいもの総重量 残 菜 量 総摂取量 一人当たりの摂取量
4回 目 71 111 1750g 5250g 73.94g
⑤D保 育所での 「思い入れのない」食材を使ったときの結果






の総重量 残 菜 量 総摂取量 摂 取 率
一人当たりの
摂取量
1回 目 69 :11 1365g 4435g 76.5% 64.27g
3回 目 72 5100g !1 x:11 94.1 66.70g
平 均 70.5 5450g 832.5g 4617.5g 84.7% 65.50g
⑥D保 育所での 「思い入れのある」食材を使ったときの結果
D保 育所で、子 どもたちが育てたサッマイモを用いてふかしいもを作ったときの2回 分の子
どもたちの摂取量である。表8の 結果 となった。
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の総重量 残 菜 量 総摂取量 摂 取 率
一人当た りの
摂取量
2回 目 69 111 1440g 5560g 79.4% 80.57g
4回 目 71 111 1750g 5250g 75.0% 73.94g
平 均 70 111 1595g 5405g 77.2% 77.21g
⑦A、B、C、D保 育所での 「思い入れのない」食材を使ったときの結果







の総重量 残 菜 量 総摂取量 摂 取 率
一人当た りの
摂取量
A保 育所 68 ・1:! 9009 5180g 85.2% 76.17g
B保 育所 77 .11 400g 5200g 92.9% 67.53g
C保 育所 50 3550g 20g 3530g 99.4% 70.60g
1回 目 69 :11 1365g 4435g 76.5% 64.27g
3回 目 72 5100g 11 x:!1 94.1 66.70g
平 均 67.2 5226g 597g 4629g ::・'. ・:::
⑧A、B、C、D保 育所での4回 目の調査時の結果
A、B、C、Dの 各保育所における調査で、同じ日に実施 した結果のまとめである。A、B、
Cの 各保育所は、子 どもたちが育てていないサッマイモを用い、D保 育所 は、子 どもたちが育








残 菜 量 総摂取量 摂 取 率
一人当た りの
摂取量
A保 育所 68 ・1:! 9009 5180g 85.2% 76.17g
B保 育所 77 ・1! 400g 5200g 92.9% 67.53g
C保 育所 50 3550g 20g 3530g 99.4% 70.60g
平 均 65 5077g, II, _ 4637g 91.3% 71.33g
D保 育所 71 111 1750g 5250g 75.0% 73.94g
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に、欠席が少なければ、残菜量 も減 り、摂取率は高 くなる。ゆえに、本研究の目的 としている
食材への思い入れの違いにより食欲に変化が見られるか どうかを明らかにするためには、一人
当たりの摂取量の違いを見ることであると考える。
表8と 表9と の比較において、「思い入れのない」食材を用いた調査と 「思い入れのある」食
材を用いた調査においては、後者の一人当た りの摂取量が前者 を8.33g上 回った。また、同日
に行った調査においては、D保 育所の一人当たりの摂取量が3ヶ 所の平均値を2.61g上 回った。
ただし、同日に行ったA保 育所とD保 育所の4回 目の一人当たりの摂取量を比較すると、「思い
入れのある」食材を用いた調査より、「思い入れのない」食材を用いた調査の数値が上回ってい

















当たりの 「ふかしいも」の摂取量が多い結果 となった。重さでは、ll.71gの 増加であるが、こ
の数値は 「思い入れのない」サツマイモを用いたときのふか しい もの一人当た りの摂取量の
17.88%増 となる。また、最も食べた量の差は、16.3gに な り、これは25.4%の 増加になる。ま
た、最小の結果は、7.24gで あり、これは10.9%の 増加 になる。 これらの結果から、おのおの




増加 したこと。二つは、普段ふか しいもを食べなかった子 どもが食べるようになったこと。こ
の二つの可能性があるが、 どちらにおいても、同 じ保育所において同 じ子 どもを対象として、
日時を変えて比較調査した結果より、「思い入れのある」食材を用いて調理をした方が、厂思い





調査を行った。その結果、比較対照 となるA、B、C各 保育所の 「思い入れのない」食材を用
いた ときの結果の平均 とD保 育所の 「思い入れのある」食材 を用いたときの結果の差異 は、
2.61gと な り、この数値は、3保 育所の平均値の3.7%多 いこととなる。また、一人当た りの摂
取量の最大の差は、6.41gで あ り、この数値は、9.5%多 いことになる。また、最小は、-2.23g
となる。2.9%の 減となる。
A保 育所 との結果においては、他の保育所 との結果 と異なった。しかし、この結果から、「思
い入れのない」食材を用いて調査 した3保 育所の一人当たりの摂取量の平均値と 「思い入れの













かかわ り方の違いによって、その食材に対 しての食べ る意欲に違いがあるのかという問題から







どもを対象 とした調査であり、 このことにより個人差による影響 を避けた。2つ 目が、天候な
どの気象条件の影響を避けるために、同日、同時刻4つ の保育所で調査を行った。1つ 目の調
査において、「思い入れのある」サッマイモを用いたふか しいもの方が、「思い入れのない」サ
ツマイモを用いたふか しいもよりも、子 ども一人当た りの摂取量が多いという結果 となった。
二つ目の調査においては、「思い入れのある」サツマイモを用いたふかしいもの方が、「思い入
れのない」サツマイモを用いたふか しいもよりも、子 ども一人当た りの摂取量の平均値では、
多いという結果 となった。全ての調査の平均値で比較した場合 も、「思い入れのある」サツマイ
モを用いたふか しいもの方が、「思い入れのない」サツマイモを用いたふか しいもよりも、子 ど
も一人当たりの摂取量が多いという結果となった。
この調査の結果より、子 どもは食材に対 して 「思い入れ」を持つことにより、その食材に対
しての食べる意欲が高まると考えられる。
子 どもの食材に対 しての趣向性 は子どもの経験的なことや性格、家庭環境だけに起因するの













うな特定の野菜への偏食に対 して同のように対応 していかなければならないかが課題 となって
いる。本研究において用いたサツマイモは、偏食の特定の野菜に含まれているものではない。
比較的幼児が好む食材 として見 られている。しか し、本研究においてサツマイモを用いたのに
は、「思い入れのある食材」 と 「思い入れのない食材」 との間で、子どもの食に対する意欲がど
のように変化したのかを調査することが目的である。本調査において、「思い入れのある」食材
を用いることによって、子どもの食べる意欲が高まることが明らかとなった。このことにより
本研究の 目的は達せ られたと考えている。 この結果が、他の野菜類、特 に偏食の問題 となって
いる野菜 に対 して、その効果において差異が出るのかについては、更なる調査が必要である。
そ して、それらの調査 を結果より、子 どもの偏食問題に取 り組み、保育所 における食育に取 り
組んでい くことが望 まれる。
〔注〕





(指導:高 橋 司 教授)
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